





し、史料批判を行いつ 寺尾 訪 を正面から分析し ものは 管見 限り殆ど見当たらない。よって本稿では、寺尾諏訪氏について 史料的制約のため若干の推測を交えつ 、分析をおこないたい。　
なお以下、地名をあらわす際に神奈川県は略す。また、引用する史料集













































































































































一三（一五一六）年に相模国を平定 た それに前後して 武蔵国の南西の端、古代以来の久良岐郡 南部付近をも勢力下におさめた（
たとえば参考
文献〔７〕
） 。その頃には、 『鶴見区史』 （
参考文献〔２〕
）も説くように、寺尾







  〉 は割注
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康の陣にいる人材で そうした能力などの面で最も適格とみな れたのが、ほかならない諏訪右馬助であったのであろう。主人の氏康も把握していい寺尾諏訪氏のもつ伝手と 一体どのようなものであったろうか。詳細は分からないが、第三章にて きるだけ明らかに みたい。　
寺尾諏訪氏について語る同時代史料、もしくはそれに準ずる史料から直













































が、鎌倉公方の家臣ではあっただろう。信濃や京都と 関係、または内部の系譜関係などについては、う がい知ることはできない。だがこの鎌倉の諏訪氏のうちで、永享七年までに 尾郷を与えられたものが、寺尾諏訪氏だったので あるまいか　
以上、寺尾諏訪氏、諏訪三河守（右馬助）の家について分析し、以下の
ことを明らかにした。寺尾諏訪氏は と鎌倉公方の家臣 り、室町期に鎌倉公方から寺尾郷を与えられそこに住み 戦国期には扇谷上杉氏に従ったと推測される。伊勢早雲（
一五一九年没
）の晩年頃には伊勢（北条）氏家
臣となった。そののちは扇谷上杉氏と 前線に立って戦い、おそらく攻略後の江戸城に配属された。のち江戸衆に配属され のは、そのためと推測される。そして所領の寺尾郷が玉縄領「久良岐郡」 編入された 、早雲との「取次」のような立場から家臣になる 至った由来による めと推測しうる。　
ところで、第一章で述べたように 諏訪右馬助は永禄二年に三河守とい






































































































そして諏訪右馬助は、 これも第一章で述べたように、 永禄二年 （一五五九）





















































































古河公方の使者 なり 主人 北条氏も把握していないような伝手をもちいてその役目をつとめている。その能力はもちろん、古河公方家臣の小堤諏訪氏の一族であったため 使者として適格とされたものと思われる。　
諏訪右馬助は、永禄二年（一五五九）までには、小堤諏訪氏の当
主が名乗っていたとみられる受領名の三河守を名乗る。天文年間は没落していた小堤諏訪氏の当主 受領名を引き継ぎ 関東の諏訪氏の宗 的な立場を主張した ではあるまいか。　
しかし、寺尾 氏も、河越合戦で活躍し三河守を名乗った当主


















































































































 御由緒家は「早雲寺殿様御草創七手御家老之衆ニ而、御家門ニ被准」家。駿河衆は「早雲寺殿豆州御打入之砌 駿州より御供之家」 、伊豆衆は、 「早雲寺殿様伊豆御打入以後、一国御平定之砌 最初 味方ニ属する家」
11）　
 さらにいえば、古代以来 久良岐郡のうち 早雲の経略地、も くはそのようにみなされた南部、そして 尾郷などが玉縄領 「久良岐郡 次 の












































































































 室町幕府将軍の一族。鎌倉府という 関東を支配統括した幕府の出先機関の首長。ちなみに戦国期の古河公方は 鎌倉公方 後身。関東の東部を、有力武士たち 従えて支配した。
15）　



















































































 内山俊身「小堤城跡 土古銭―下河辺荘小堤郷の中世的景観から―」 （ 『そうわの文化財』五、 一九九六年）一九頁。
〔
12〕　
 峰岸純夫「上州一揆と上杉氏守護領国体制」 （同『 の東国―地域と権力―』東京大学出版会
　
一九八九年）二一五頁・
 二二四頁。
〔
13〕　
 『大日本史料』六編之二（東京大学史料編纂所
　
一九〇一年） 、 『寛永諸家
系図伝』五（続群書類従完成会
　
一九八二年） 。
〔
14〕　
 谷口雄太『中世足利氏の血統と権威』 （吉川弘文館
　
二〇一九年）三一四
頁～三一五頁。
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